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「おんどく」って すばらしい！ 

 

あいての はなしを よく きくことが 

できるように なる。 

 

ことばの りずむや おもしろさを 

かんじられるように なる。 

 

こえを まえへ、しっかりと  

だせるように なる。 

 

よみにくい ことばも  

よめるように なる。 

 

にほんごの おもしろさが 

わかるように なる。 

 

なまむぎ 

なまごめ 

なまたまご 

なんだか 

ふわふわ した 

きもち！ 

うえから よんでも 

と・ま・と 

したから よんでも 

と・ま・と 
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『おんどくカード』（緑
みどり

の画用紙
が よ う し

ファイル）を子
こ

どもたちに配布
は い ふ

しました。

音読
おんどく

を聴
き

いていただいて、評価
ひょうか

とサインをお願
ねが

いします。始
はじ

めはたどたどしい読
よ

み方
かた

だと思
おも

いますが、何度
な ん ど

か同じ
お な  

宿題
しゅくだい

を出
だ

しますので、上達
じょうたつ

していく様子
よ う す

も感
かん

じていただけたらと思
おも

います。 

また、物語
ものがたり

文
ぶん

や説
せつ

明文
めいぶん

などでは、内容
ないよう

が深
ふか

まれば音読
おんどく

の質
しつ

も高
たか

まります。スラス

ラと読
よ

めるのはもちろんのこと、表現
ひょうげん

も豊
ゆた

かになっていくことでしょう。その変化
へ ん か

を共
とも

に楽
たの

しみ、褒
ほ

めることで「ちゃんと聴
き

いて、認
みと

めてくれる人
ひと

がいる」という

安心感
あんしんかん

にもつながります。ご家庭
か て い

でも親子
お や こ

で一緒
いっしょ

に楽
たの

しみながら音読
おんどく

を続
つづ

けてほし

いと思
おも

います。 
 

◎忙
いそが

しいときは他
ほか

の用事
よ う じ

をしながら、片手間
か た て ま

で聴
き

いてもOKです！ ただし、

相槌
あいづち

を打
う

ったり目線
め せ ん

を送
おく

ったりするなどの「聴
き

いているよ」アピールをしてあ

げてください。 

 

 

 

音読
おんどく

の効果
こ う か

＝脳
のう

の活性化
かっせいか

 

〇目
め

で字
じ

を追い
お  

、声
こえ

を出し
だ  

、声
こえ

を耳
みみ

で聞く
き  

。目
め

・口
くち

・耳
みみ

の三
みっ

つを使
つか

うこ

とで刺激
し げ き

が強
つよ

くなり、より覚
おぼ

えやすく、忘
わす

れにくくなる。立
た

って音読
おんどく

するのは足
あし

も使
つか

うので、更
さら

に効果的
こうかてき

。 

〇インプット（認識
にんしき

する）とアウトプット（表現
ひょうげん

する）を同時
ど う じ

に行
おこな

う

ので、脳
のう

の血流
けつりゅう

を増加
ぞ う か

させ、劇的
げきてき

に脳
のう

を活性化
かっせいか

させることができる。 

〇脳
のう

の記憶
き お く

や学習
がくしゅう

・感情
かんじょう

を 司
つかさど

る前頭
ぜんとう

前野
ぜ ん や

をきたえることができる。

それによって得ら
え  

れる力
ちから

が以下
い か

に示す
し め  

通り
と お  

、たくさんある。 

・記憶力
きおくりょく

ＵＰ        ・コミュニケーション能力
のうりょく

ＵＰ 

・頭
あたま

の回転
かいてん

が速く
は や  

なる   ・思考力
しこうりょく

と発想力
はっそうりょく

ＵＰ 

・感情
かんじょう

のコントロール   ・応用力
おうようりょく

ＵＰ 

・状 況
じょうきょう

に合わせた
あ    

判断力
はんだんりょく

がつく 

 

音読は 

いいこといっぱい！ 

音読の宿題について 

 


